平成２３年度　政務調査費　先進都市調査報告書
	会派名
	新緑会　　（元風会と合同調査）

	議員名
	羽立秀光、早坂博

	調査実施年月日
	平成２３年１０月２６日（水）　９：００～

	調査先　自治体名等
	鹿児島県霧島市　生活環境部環境衛生課

	調査項目
	· 「生活環境美化条例」について

· 「霧島市地球温暖化対策実行計画」について

	調査目的
	· 「生活環境美化条例」について

本市において、公園等の美化活動をより効果的に実施する為、霧島市が施工した条例の「市の責務」「市民の責務」「事業者の責務」がどのように精査され、市内の環境美化にどのように寄与しているかの調査。
· 「霧島市地球温暖化対策実行計画」について

本市の取り組みが他市と比べどの程度の進行状態にあるか、霧島市の平成２０年に実行された計画の実施状況と取り組み状況を調査。

	報告内容

実施したこと
	１　視察先（市町村）の概要
人口：１２７，４８７人（H２３．４．１現在）　行政面積：６０３．６８ｋ㎡
２　視察内容
· 「生活環境美化条例」について

　　条例の目的としては、日本で最初の国立公園である霧島連山を有する霧島市では、近年、ごみの不法投棄や飼い犬のふんの処理、空き地の管理の不徹底等の問題を解決するために制定されました。
　　特に、市や市民、事業者がそれぞれの責務を有し、「ポイ捨て」や「飼い犬のふんの放置」に関しては、指導・勧告の対象となり、それでも行為をやめない場合は最大警察の取り締まりの後、罰金刑まで科せられるとのことであります。
· 「霧島市地球温暖化対策実行計画」について

　　京都議定書により霧島市でも平成１８年度を基準として、平成２４年までに６％の温室効果ガス削減の取組みをしております。

　　計画・実施に当たっては、市長を先頭にした明確な体系図があり、報告・連携を行うとの事であります。

	感想（まとめ）

本市へ生かせること等
	· 「生活環境美化条例」について
本市においても、環境条例は制定されているが霧島市のような罰則規定がない。その為、市民意識に頼るしかありません。罰則規定を設けることにより市民意識の変化について参考になりました。

また、主な取組みについては、啓発の為の「出前講座」「環境美化モデル地区の指定」「河川景観保全アダプト制度」「環境美化推進員の任命」「ふれあいボランティア霧島の日の制定」などがありました。

特に、「環境美化推進員制度」（活動費３０，０００円、報告義務あり）や「飼い犬のふんに対するイエローカード作戦」は本市でも実施可能な取組みでもありました。

番外ではありますが、生活排水をきれいにする「エコきりしま」と呼ばれ、余った食材を利用し家庭でも簡単に作ることができ、風呂のぬめりや水質浄化ができる培養液の取組みも大変参考になりました。

· 「霧島市地球温暖化対策実行計画」

　　「温暖化対策実行計画」では、「公用車」や「上下水道処理施設」、「ごみ処理施設」の排出規制が中々難しいことで今後の課題とのことでありました。

　　その他、本市に取り入れたい事業として「住宅太陽光発電導入支援対策費助成金制度」（平成２３年度予算額６５，０００千円）や「低公害車の購入者への補助交付金」（購入金額の１０分の１限度額４０万）等に対する市の事業費が大きい事も本市の環境産業に対する取組みに大いに参考になりました。


